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第3章労働と収入の実態

中村康利

北海道新聞社出版局勤務

はじめに

アイヌ民族にとって生活水準の向上は長年の重要なテーマとなっている。 1984(昭和59)年にま

とめられた北海道ウタリ協会(現在の北海道アイヌ協会)のアイヌ新法(案)には、当時のアイヌ

民族の生活課題について次のような認識が示されている(北海道ウタリ協会 1984)。

いま道内に住むアイヌは数万人、道外では数千人といわれる。その多くは、不当な人種的偏見

と差別によって就職の機会均等が保障されず、近代的企業からは締め出されて、潜在失業者群を

形成しており、生活はつねに不安定である。差別は貧困を拡大し、貧困はさらにいっそうの差別

を生み、生活環境、子弟の進学状況などでも格差をひろげているのが現状である。

2008年、政府に設けられたアイヌ政策の在り方に関する有識者懇談会で、委員の一人として参加

した北海道アイヌ協会理事長の加藤忠は、教育支援、文化に直接携わっていない事業者の支援、熟

年層への職業訓練、高齢者の生活支援、低所得世帯や生活保護世帯の支援、道外アイヌへの施策に

ついて立法措置による新しい総合施策が必要だと主張した(首相官邸 2008)。北海道環境生活部

『平成18年北海道アイヌ生活実態調査報告書』にはアイヌ世帯のうち年収100万円未満の比率が増え

たことや、生活保護の被保護率が北海道よりも高いことが記されている(北海道環境生活部 2007)。

加藤が指摘した生活や就業の支援は貧困と深い関係にある。貧困に陥らないためには安定した収

入を得られる仕事が必要であるし、健康を損なったり高齢になったりするなど生活上の課題に直面

した際、十分な福祉制度を利用できれば、貧困を免れる可能性が高くなるからである。

本章および次章では、アイヌの人々の労働や生活実態について、今回の調査(以下、北大調査)

で明らかにされた就業形態と職業、年収、生活保護の被保護率などを手掛かりに、その特徴を示そ

うと試みた。さらにこうした特徴がどのような要因によって形成されているかを年代、性、地域別

に検討した。

第1節労働の特徴と年収

第1項就業形態と職業の特徴

北大調査によるアイヌ世帯に属する個人の就業形態の特徴について、『平成17年国勢調査j(総務

省統計局 2006)での北海道分のデータ(以下、北海道)、 1989(平成元)年の東京都在住のアイヌ

を対象にした『東京在住ウタリ実態調査報告書j(東京都企画審議室調査部 1989)(以下、東京都

調査)、『昭和60年国勢調査j(総務庁統計局 1986)の東京都分のデータ(以下、東京都)と比べな

がら探っていく。
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北大調査では、常時雇用者 (33.4%)の構成比率が、就業形態の中で最も高い一方で、北海道、

東京都調査、東京都の常時雇用者の比率がいずれも印%以上であることと比べると、その半分程度

にとどまっている。代わりに北大調査の場合、パート・アルバイト・臨時雇用・季節雇用{以下、

パート・アルバイト)(30.4%)がほかの調査(12.5%-15.4%)を大きくと回っている。自営業主、

家主主従業員の比率も高い{表3-1)0 

職業についてみると、北大調査では農林水産的職業に就いている人の割合 (27.5%)が最も多く、

技能工・生産工程従事者 (24.5%)がこれに続く。一方、ホワイトカラ}職{本章では、事務的職

業、販売的職業、専門的・技術的職業、管理的職業をホワイトカラーとする)の構成比率はいずれ

も10%に満たない。これに対し、北海道、東京都調査、東京都はいずれも農林水声量的職業の構成比

が10%に届いていない。北海道と東京都は管理的職業を除いてホワイトカラー職が10%を超えてい

る。東京都調査は、販売的事農業だけが10%を超えている(表3-2)。

表3-1 北大調査、北海道、東京都調査、東京都の就業形態 単位:人、千人 (r東京都J)、%

経営者勉役員 常待雇用
パ}ト'

自営業主 家族従業員 | 
アノレノ者イト

162 1.212 1.1日6 634 469 
北大宮需査

4.5 33.4 30.4 17.5 12.9 

北海道
146.443 1，675.2出 3践 900 239，砧7 140，020 

5.6 64.3 1且4 9.2 5.4 

10 2酪 52 33 24 
東泉称号調b査

2.6 69.3 13.4 8.5 6，2 

東京都
577 3. 756 779 

172剖211 斜50511 
9.3 開 5 12.5 

注)1， r北大調査時、融職、学生、繰回轄を徐〈
2. r北海道j位、 f平成17停国勢競盛J(総務省絞背ト局 2006)をもとに作成
3，仁東京都欄査Jr.よ、『東京伝住ウタ')実態調査報告書1(東京都企溜審議室調査部 1989)から作成
4， r車京都Jはヨ f昭和60年間勢調夜報告1(総務庁統計罵 19剖)から作成
5‘構成比績は問檎主人LているItめl曲。?とならない場合前ある{構成沈串の部分位以ドの表でも河じ)

その他 合計

50 3.633 

1.4 100日

2，913 2，部生む39

0.1 lα0.0 

387 

100，0 

6.212 

lα0，0 

表3-2 現畿の職業{北大調豪、北海道、東京都様変、東京都〕 単位:人、千人 (r東京都J)、%

技能工生
運韓通信 専:F，的・ 農林水産的

事事的職薬 県安的職業 躍費約職謹 産Ii量拡か
的職農 設持的理揖

管理的職業
職業

302 40 26E 酷4 256 244 50 957 
北大鱗是正

8.7 LI 7，6 24，5 7.3 7，0 1.4 27.5 

北海送
457.257 81.532 376，制自 655，082 110，102 332，551 66.675 191，795 

17，6 3.1 14. 5 25，2 4.2 12，8 2.6 7.4 

東京縄査
25 4 43 104 63 32 15 5 

6，5 1.0 11，3 27，2 16，5 8，4 3，9 1.3 

13E捻 1 71.4 l白3札自 1494.6 211.8 835.5 343.5 36.9 
東京都

払 1 1.2 17，2 24，9 13，9 3.5 5.1 0.6 

注)1. r北大調査 時、無職、学生、無図替を除く現在町職業
2， r北海道J位、 f平成17字国勢調査j機務暫統計局 20弼)をもとに作成
3， r東京都調査jは、『東京作持ワ夕日実強調査報告書1(東京都企画響議室程調査部 1989)からfI成
4. r東京都j位、 f昭和前年同勢調者報告1(総務庁統計局 19描〕から作成

サ}ピス的 その晶骨

職嵩 額不能
合計

454 60 3，4出

13，0 1，7 1日0，0

283，118 49，313 2，剖4，271

10.9 1.9 1α0，0 

88 3 382 

23，0 日8 100，0 

556.8 36悶3 6005.5 

9，3 0，6 100，0 



第3牽労働と収入の実態目

表3-3のとお札アイヌの産業別就業人口は、北海道による f北海道ウタロ(アイヌ)生活実

態調査Jの始まった1972年以降、アイヌの暮らす道内市町村全体と比べて、第1次産業の比率が高

く、第2次、第3次産業の比率が低い。その一方で、第1次産業に就業している比率が調査を重ね

るに従って大きく減っていき、第2次産業がやや増え、第3次産業は大きく増えている。

国内では19ω年ごろまで一定の水準を保っていた農家戸数と農業人口は、高度成長によって四70

年以降、急激に減少し、農業は急速な解体闘再編期に入った。中でも北海道は、工業イちが弱く兼業

先が限られていたことから、零細な農家が次々と離農したとされる。アイヌの産業別の就業状況が

変わっていったのは、こうした凶内・道内の産業構造の変化の影響を受けてきたからだと考えられ

る。

北大調査でアイヌの産業別就業人口の動向に関連していると考えられるのが、地域別の年代構成

である。全道の40歳未満 (30歳未満と30-40歳未満)の構成比は計28五%、 60歳以上(印-70歳未

満と70歳以上}は計27.6%とほぼ問じだった。このうち石狩管内は40歳未満が39.9%、60歳以上は

20.3%と者年層が多い。一方、石狩以外の地域は40歳未満が60歳以上を少しよ阿るか逆に下阿って

いる{表3 針。

こうした違いは、股緩や日高などの地域から清い年代の人たちが札幌など都市部のある石狩に移

動していることから生じているのではないか。『札幌市在住ウタF実態調査報告書.1(北糠道ウタリ

協会問76)や、『東京在住ウタリ実態調査報告書.1(東京都企画審議室調査部四鉛)によれば、高

度成長期の始まる1960年ごろから大勢のアイヌが道内各地から札幌や東京へ校事や進学のために移

動したという。

ただしアイヌの人々は、単純に農村や漁村から都市部に移動しているわけではなく、地域によっ

て人口の増減に遠いがある。例えば都市型労働者が多い布狩管内は197自{昭和54)年から2006年ま

でに1，336人増えている。一方、組銀管内は12沼人増加したのに対し、日高管内は逆に4，028人減って

いる{表3-5)0 

さらに仮説であるが、表3-5で引用した f北海道ウ夕日生活実態調査報告書jと f北海道アイ

ヌ生活実態調査報告書jに示されているアイヌ人口については、出生や死亡、転居による移動とい

う増減に加え次のような影響があることが想像できる{北海道民生部 1973，1979， 1986;北海道生

活福祉部 1994;北海道環境生活割s2000， 2007)。例えば、選庁の生活実態を調査する体制jが整って、

それまで調査から漏れていた多くの該当者を見つけだすことができるようになった明、逆に調査担

当者が交代するなどして、調査能力が蕗ちて競査漏れが増えたPするという、調査する側の事情が

考えられる。もうひとつは、当事者が、従来、差別や偏見にさらされたくないなどの事情から調査

に対して自分がアイヌであることを認めなかったのが、社会の差別意識があらたまるなどしてアイ

ヌであることを調査者に話すようになるというケースである。逆に、かつて調査に対してアイヌで

あると認めていたのが、手平定するようになるという場合もあるだろ号。
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表3-3 道内アイヌの産業別従業者の構成比(%)

市町村
アイヌ
全道

アイヌ
市町村

アイヌ
市町村

アイヌ
市町村

アイヌ
市町村

アイヌ

区分/調査年
(1970) 
民族
(1975) 
民族

(1田0)
民族
(1使犯)
民族

(1田5)
民族

(宜J05)
民族

(1972) (1979) (1986) (1993) (19田) (2田6)

第裏次
農業 13.6 38. 5 6. 7 加 3 5.9 15.5 4.9 9.4 3.9 8.4 4.2 7.6 

林業 1.8 7.5 0.9 3.3 0.8 3.5 0.4 3.0 0.3 1.8 0.2 日9

漁業 1.9 17.2 1.8 19.4 1.9 23.3 1.6 22.2 1.3 19.3 1.1 20. 1 

小計 17.3 63.2 9.4 43.0 8.6 42.3 6.9 34.6 5.5 29.5 5.5 28.6 

第霊次
鉱業 1.1 0.5 0.4 0.8 且4 0.5 0.3 0.4 0.2 0.3 O. 1 日3

建設業 10.8 15.1 12. 9 22.0 13.5 22. 7 12.3 22.3 12.9 19.0 10.5 18.0 

製造業 14. 1 4.4 12.8 7.5 11.1 6.4 10.2 9. 7 10.0 8.5 8. 1 9.4 

小計 26.0 20.0 26.1 30.3 25.0 29.6 22.8 32.4 23. 1 27.8 18. 7 27. 7 

電気・ガス熱
0.5 且3 0.6 0.6 且7 0.6 お 5 0.9 0.6 1.2 0.5 1.1 

供給・水道業

情報、通信業・
8.9 4.1 8.8 5.6 8.4 5.3 3.3 5.8 7.3 7.4 8.0 7.3 

運輸業

卸・小売業・飲
21. 3 4.8 25.4 8.5 26. 1 8.8 1.2 8.6 Z旦2 10.5 25.3 11. 7 

警業次産

f量唐、宿泊業

金融・保険業 1.9 且1 2. 7 0.4 2.9 0.4 7.4 O. 7 3.1 0.8 2.3 1.2 

不動産業 0.5 0.1 1.1 O. 1 1.0 0.1 0.6 O. 1 1.1 O. 1 1.4 0.2 

医療、福祉・教

育、学習支援業
14.5 3.1 

17.4 4.7 19.6 8.8 21. 4 9.9 26.3 13. 1 28.2 12.3 
複合サービス・

16.4 14.0 
サピス業

公務 6.0 1.3 6. 1 2.6 5.8 2.6 5.6 2.8 5.2 3. 1 5.2 2.5 

小計 弱 5 15.4 64.3 26.6 同 3 27. 7 69.9 32.0 70. 7 35.4 73.6 41. 1 

分類不能の産業 O. 1 1.4 0.2 O. 1 0.1 0.4 0.4 1.0 日7 7.3 2.2 2.6 

総計 田 9 100.0 1曲目 l曲。 l凹 O 100.0 l凹 O l凹 O l叩 O 100.0 1凹 O 1曲。

注)r北梅道ウ夕日実態調査報告J(北海道民生部 1973)、『北海道ウタリ生活実撞調査報告J(北梅道民生部 1979)、『北梅道ウタリ生活実態調
査報告書J(北海道民生部盟国;;時道生活梧祉部 1田4;;時道環境生活部 2醐)、『北海道アイヌ生活実態調査報告書』何時宜環境生
活部回目)をもとに作成

表3-4 地域別でみた回答者の年代別構成 単位・人、%

40歳未満 40歳-6峨 60歳以上 合計

石狩支庁管内
287 287 l岨 7却

39.9 39.9 20.3 l凹 O

渡島支庁管内
111 180 93 3剖

28.9 46.9 24.2 l凹 O

上川・宗谷・網 26 32 33 91 

走支庁管内 28.6 35.2 36.3 l凹 O

115 144 97 356 
十勝支庁管内

32.3 釘.340.4 l田 O

552 896 524 1，972 
胆振支庁管内

28.0 45.4 26.6 1叩 O

402 届2 502 1，566 
日高支庁管内

お 7 42.2 32.1 1回 O

釧路根室支庁 90 231 1日 471 

管内 19. 1 49.0 31. 9 1凹 O

未組織地区
23 22 4 49 

46.9 44.9 8.2 l凹 O

合計
1，606 2，454 1，549 5，609 

28.6 43.8 27.6 l田 O



表3-5 7つの地域別のアイヌ人口

調査亦 石狩

1979 1.胡8

1986 1，934 

1蹄3 え176: 

l問自 2，424 

2凶6 2，744 : 

注)1 賢料は藷3-3とj司じ
2 無樹容を除〈

第2項年収の特徴

渡島
上111.宗谷・
鱗走

383 691 

587 624 

633 531 

661 672 

732 2，002 

第3牽労働と収入の実態目

単位・人

寸勝 JI!!録 日高 斜路・根室

873 6.4開 11.558 2.547 

980 6，587 10，392 3，261 

896 7，330 9，2賂9 2，919 

988 ι886 8，965 3，136 

917 孔622 7，530 3，204 

世帯の平均年収は355.8万円、年収なしを除くと369.2万円になる。年収を100万円ごとに区分する

と、 r200万円以上300万円未満JI醤が最も多い(表3-6)。北海道の平均年収 (440.6万円七最も

構成比率の高い所得層 (300万円以上400万円未満)は、北大調査を上向る。全国の平均!rf-~収 (566.8

万円)、最も多い所得層 (300万円以上400万円未満)も北大調査より高い{表3-7)号

個人年収でも北大調査は低所得層が多い。平均はゆ7.5万円で、年収なしを除いた場合は241.9万

円。年収1∞万円以上200万円未満が18.9%と最も多く、また、年収なしからおむ万円未満(本意で

は低所得層とする}の人が53.2%を占めている{表3-8)。

偶人の年収なしから200万円未満の割合を就業形態でみると、最も多いのがパート・アルバイト

(76.4%)で、家族従業員 (72.5%)とともに、 70%以上が200万円未満となっている。常時雇用者

(27.0%)は相対的に低所得層が少ない。

職業別にみると、サーピス的職業 (764%)、販売的職業(高野口%)、事務的職業 (53.7%)はい

ずれも低所得趨の比重軽が高い。構成比率の高かった農林水産的職業 (44β%)と技能工・生産工程

従事者 (31.5%)も低所得層が決して少ないわけではない。

このようにアイヌ世帯・個人の主流ともいえる就業形態と職業で働く人たちの中に大勢の低所得

者がいることから、アイヌ世帯全体で低所得層が相対的に多くなっているのである。

さらに、高所得者(年収800万円以tとする〕の構成比率の大きな就業形態は経営者・役員の12β

%で、自営業主の10.9%がこれに次ぐ。最も少ない就業形態はパート・アルパイトで、以下、常持

雇用者、家族従業員などと続く。職業では、管理的職業 (10.2%)が喰一、 10%を超えている。サー

ピス的職業、販売約職業、事務的職業などは高所得者が少ない(表3一昔、 10)。
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表3-6 世帯年収(税込み) 単位:世帯、%

100万円 200万円 3田万円 4日O万円 国00万円 E∞万円

なし 1加万円未満 ~ ~ ~ ~ ω̂ ~ 
到。万円未満 初日万円未満 400万円未満 5抽万円未満 剖3万円未満 7自由万円未満

実数
392 2 6195 7 

432 567 
14409 l 

280 177 102 

% 14. 9 19.5 9.6 6.1 3.5 

700万円 800万円 900万円

1，0曲Jj円Il¥I:: 無回答 合計 平均

喜朗万円未満 9日Q万円未満 1， IlOO万1'1来構

実 数 71 4日 印 1開 378 見出3 355.8万1'1

争4 2.4 1.4 2.1 3.4: 13.0 100.0 369.2方向

注)r平均j上段黒全体的平均、 ド段罵年収なしを鈴いた有所得者の'1'揖

表3-7 北大調査、北海道、全国の世帯年収

北大調査 ~t潟道 全国

世帯数 ラも 世帯数 私 世帯数 ヲも

1自O万円未満 195 8.0 27 6.2 618 6.2 

100万円-200万円未満 432 17.8 72 16.5 1，167 11. 7 

200万円-300方向北瀦 567 : 23.3 76 : 17.4 1，288 12.9 

2到自由万円-400万円未満 4田 16.自 79 18， 1 1，317 13，2 

400万円-500万円未繍 Z曲 11.5 49 11.2 1，064 10.6 

E正0万円-600万円未満 177 7.3 34 7.8 920 9.2 

600万四角700万内末繍 102 4.2 32 7.3 781 7.8 

7自O万円-800万円未繍 71 2，9 20 4，6 633 6，3 

800万円~田昌万1'1米満 却 1.6 14 3.2 491 4.9 

現O万円-1，C関万円未満 前 l 2.5 10 : 2.3 422 4.2 

1，即日万円以k 1田 4.1 24 5，5 1，303 13，0 

舟計 2，品3 l目。日 437 100.0 l札O日4 l田 G

平均所得 369.2 440.6 5描.8

注)1. r北大調杏Jは、年i[I(なし、銀出事事を除く
2， r北海道全国j とも『平成19年国民生活基礎調査J(車生労働省大広官房統計情報部 2国的から作成

表3-8 俗人年収{税込み) 単位入、%

1007i円 200万円 3∞万円 400万円 問自由居間 5田万円

社L 1田万円未満 ~ ~ ~ ~ ~ ~ 
20自万円未満 3D日万円来機 l伎はJ.IJ円市制 5田万円未満 初日万円宋濡 700)百円未満

主毎 数 930 1，026 1，079 961 468 幻0 127 72 

ラ4 16.3 18.0 1且9 16.9 8.2 4.0 2.2 1.3 

7田万円 8iJ日万1'1 朗自万i司
~ ~ ~ 1，0∞万円且上 無問答 合計 平均

8出方向未満 9曲万円未満 1，曲G万円未構

実 数 51 22 3{] 75 632 5，7自3 197.5万円

% 0.9 0，4 。5 1.3 11.1 100.0 241.971何

設) I平埼」上段目金体的平均、下段~隼収なしを重量いた有所得者の平均
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表3-9 就業形態別でみた偶人年収 単位・人、%

年収記しから 200万円~
部0万円以上 合計

20日万円よ議 8(百万円よ満

車革瞥者・役員
26 113 20 159 

16.4 71.1 12.6 1日0.0

常時耳軍用されている 319 855 7 1， 181 
一般鴬議員 27.0 72.4 0.6 1日0.0

パ}ト・アノレパイト・ 818 252 l 1，071 
議時罪軍用・挙節労働 76.4 23.5 0.1 100.0 

l弼 337 65 5!滋
自常業主

32.8 56ι 10.9 10日日

301 102 12 415 
家挨従業員

72.5 24.6 2.9 日時。

32 14 2 48 
その他

66. 7 29.2 4.2 100.0 

1，692 1，673 107 3，472 
合計

48. 7 48.2 3.1 100.0 

註)学生、無田容を除く

表3-10 職業日jでみた偶人年収 単位入、%

なし~ 200万円~
800万円以上 合計

20日万円本話題 s∞万円未満

事務的職業
159 136 l 2弼

53. 7 45.9 且3 1日0.0

14 23 l 38 
保安fl'1職業

2.6 36.8 田 s 100.0 

178 79 l 258 
販売的職議

6邑告 羽田6 位4 100.0 

技能ヱ凶生産工程拡 262 558 11 831 

かかわる職業 31. 5 67. 1 1.3 100.0 

議輪・通信的職業
63 188 2 253 

24.9 74.3 巨8 100.0 

専門・技術的職業
93 140 3 236 

39.4 59.3 1.3 1日0.0

14 3日 5 49 
管理的職業

28. 6 61.2 10.2 100.0 

農林水産約職業
388 413 関 881 

44.0 46.9 9.1 1日目。
サーピス約聴器量

337 103 l 441 

76.4 23.4 且z 100.0 

39 14 4 57 
そ的他

68.4 24.6 7.0 100.0 

1， Eほ7 1，684 109 3，340 
合計

46.3 50.4 3.3 100.0 

注)録職、学生、無関審を除く
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第3演従業員規模の特徴

従業員規模に関しては、北大調査で示された勤務先は北海道と比べると零細規模が多く、従業員

100人以上の企業に勤める人は少なく、 10人米満の零細規模の事業所で働く人が相対的に多い{表

3 -11)。

勤務先の従業員規模別に個人年収の区分をみると、従業員が自分 1 人と 2~4 人未満の場合は100

万円未満の低所得層が最も多い。そのほかの場合、たとえば1，000人以上は100万-200万円未満、

500~999人は200万~300万円未満がそれぞれ最多になるので、従業員が自分 1 人や 2-4人よりも

収入の多い層が増えている。ただし、例えば1，000人以上や官公庁でも年収なしから200万円未満の

比率が高いように、基本的には従業員規模の大小にかかわらず低所得層が多い点に特徴があるとい

える(表3-12)。

北大調査のこうした特徴がどのように形成されているのか。これを露関べるために、回答者の年代、

位、地域ごとに分析を進めていく。

表3-11勤めている事業所の従業員数{北大預査、北海道) 単位入、%

従業員規模 自卦1人-1人 5-百人 10-掛人 日0-四人 1∞人以上 合計

北大調査
1，田S 591 940 343 6田 3，4開

28. 9 17.0 27.0 9.9 17.2 l∞G 

北海道
313，310 319，373 E延)4，344 311，600 566，342 2，414，自69

13.0 13.2 37.4 12宮 23.5 1∞G 

注)1 官骨n、無職‘学生、離図暑を除く
2. r平成18年度事諜所・金量産統針翻出J(総務省統計局 20肝]から作成

表3-12従業員規模別でみた個人年収 単位入、私

1叩万円
l朗万円 訪日方向 3削万円 胡百万円 開。万円 目配。方向 700万円 8民1百万円 朝日方向 1， (∞ 

記L
売満
-2田万 -3朋万 -400万 -50む万 -{自由万 -7田万 -8田万 -9出方 ~"醐万 万円 骨計

pl未満 円未満 円未満 円未満 円未満 円未満 円未締 腕未満 判未満 以上
30 60 41日 58 32 21 16 14 6 5 5 4 299 

自卦1人
10日 20.1 16.1 19.4 10. 7 7.0 5.4 4. 7 2.0 1.7 1.7 1.3 100.0 

52 16号
2114461 1 

144 67 24 16 : 7 8 4 
1821 1 

23 5崩
2-4人

7.8 25.4 21. 6 10.1 3.6 2.4 1.1 1.2 0.6 3.5 100日

26 119 143 128 75 29 15 7 7 2 6 16 573 
5-事人

4.5 20.8 25.0 22.3 13. 1 5. 1 2.6 1.2 1.2 0.3 1日 2.8 lα0.0 

23 144 241 270 131 54 16 16 10 2 2 s 917 
1日-49人

2.5 15.7 26.3 29.4 14.3 5.9 1.7 1.7 1.1 0.2 0.2 0.9 100.0 

7 57 89 84 56 25 13 4 2 自 日 O 337 
品目~田人

2.1 1邑9 26. 4 24.9 16.6 7.4 3.9 1.2 0.6 0.0 o日 o日 1α0.0 
3 51 106 81 45 28 12 9 o 4 G 2 341 

100-必9人
0.9 15.0 31. 1 23.8 13.2 8.2 3.5 2.6 。。 1.2 。日 0.6 l(泊。

l 13 20 22 12 8 3 2 。 O l O 部
関0-時9λ

1.3 16.3 25.0 27.5 15.0 7.5 3.8 2.5 。。 0.0 1.3 0.0 1α0.0 

日 23 51 49 12 11 6 5 8 1 日 1 167 
日間人以土

。。 13.8 30.5 29.3 7.2 6.6 3.6 3.0 4.8 0.6 。自 0.6 100.0 

日 2 15 10 3 1 8 1 。 O l 。 41 
官卦n'

0.0 4.9 36.6 24.4 7.3 2.4 19.5 2.4 0.0 0.0 2.4 。。 lα5白

142 638 857 846 433 199 105 65 41 18 23 54 3，421 
合計

4.2 18.6 25.1 24. 7 12. 7 5.8 3. 1 1.9 1.2 0.5 乱7 1.6 lα0.0 

注)輯議、学生、無題轄を除〈
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第2節年代別の特徴

第1項年代別の就業形態と職業の特徴

就業形態を年代別にみると、 30歳米満と30-40歳未満は、常持雇用者の比星障が全体よ層高い。と

はいえ表3-1の北海道と比べると常時雇用者が少なく、パート・アルパイトが多いという特徴は

残ったままである{表3-13)。就業形態について北大調査と北海道の各30歳未満を比較すると、

北大報室は、北潟iiまと比べて常時雇用者が少なく、パートアルパイト、自営業主、家族従業員が

北海道を上回る。自営業主は北大調査の方が3.2ポイント多いだけだが、現在、若い家族従業員の

中には将来、親から事業を引き継いで自営業主になる人たちが A定程度いると恩われるので、年齢

を重ねるに連れて自営業主の構成比率が高くなる可能性がある(表3-1心。

これらの傾向が今後も続くならば、アイヌ世帯の個人は将来、現在よりは常時濃用者の比率がi高

まるものの、北海道と比べれば、依然として特にパート・アルパイト、自営業主、家族従業員の比

率は高いままであると怠われる。

職業については、北大調査の30歳未満の場合、全今2寸tlこ比べてホワイトカラー職、中でも事務的

職業、販売的職業、専門・技術的職業の比察がやや高い。一方、農林水産的職業と運輸・通信的職

業は少なく、技能工・主主藤工程従事者はほぼ同じである{表3-15)。北大調賓と北海道の各30歳

未満を比べると、表3-16で示されるように北大調査の構成比は、農林水産的職業が多いことを

除くと北海道にかな事近い。こうした傾向が変わらなければ、今後、農林水産的職業が多いことを

除き、職業の構成比は北海道と似てくると考えられる@

表3-13 年代別でみた就業形態 単位入、%

常時麗潟され|パ ト・アノレパ
経営者・役員 ている一般従イト臨時惑吊・ 自営業主 家族従業員 その他 合計

業員 季節労働

3Q歳未満
4 288 175 22 62 12 563 

O. 7 51. 2 31. 1 3.9 11. 0 2. 1 100日

30-4(織未満
16 207 177 43 57 5 515 

3. 1 40.2 34.4 8.3 13.0 1.0 lα0.0 

40-5蟻未満
37 301 262 139 W4 12 宰55

4.3 35.2 30.6 16.3 12.2 1.4 100日

50-5(織未満
59 295 280 214 114 16 978 

5.0 30.2 28.6 21. 9 11. 7 1.6 1α0.0 

開-7議未満
34 開 168 137 61 4 494 

6.9 18. 2 34.0 27.7 12.3 0.8 100日

70議以上
9 16 35 63 57 1 181 

5.0 乱8 19.3 34.8 31. 5 0.6 100.0 

合計
159 1，197 : 1，097 61自| 46昌 昌9 3，5部
4.4 33.4 30.6 17.2 13.0 1.4 100.0 

性)無線、告す也、無鶴審を除〈

表3-14 30歳未満の就業形態(北大調査、北海道} 単位'入、%

経営者，役員 常時雇用者
パト・

自営業主 家族議議員 合計アFレノ《イト

北大調査
4 2酪 175 22 62 551 

O. 7 52.3 31. 8 4.0 11.3 l開。

北海道
3，542 : 282，630 : 67，991 2，907 3.807 3艇).877

1.0 78. 3 18. 8 自g 1.0 l曲。

桂川 鵠磯、学生、離回答、その他を除く
2. r平成昨年国勢調査1(総務省統計局 2醐〕から作成。その他、銀職、学生、無回轄を除〈
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表3-15 年代別でみた職裟 単位・入、%

技能工・|

事務的 |保安的 販発的 生産工程運輸・遇
専術的F号機・業技

管理的 通量林水産|ザーピス
その他 合計

職業 職業 職業 にかかわ情的職業 磯業 的職業 的職業

る職業

76 9 57 139 12 72 1 91 95 4 556 
30麟来構

13.7 1.6 10.3 25.0 2.2 12.9 0.2 16.4 17. 1 日7 lα0.0 

71 9 41 133 38 32 3 85 74 18 504 
30-40草壁!*満

14. 1 1.8 8. 1 割6.4 7.5 自3 且5 16.9 14. 7 3.6 100日

40-50歳末機
76 11 56 186 81 61 7 224 115 17 834 

9.1 1.3 6. 7 22.3 9. 7 7.3 0.8 26.9 13.8 2.0 100.0 

56 8 73 229 12 58 19 271 114 13 911 
50-60歳未満

25. 1 6.4 2.1 29. 7 12.5 1.4 6.1 O. 7 8.0 7.9 l(沼o
18 3 32 131 46 16 13 166 41 7 473 

60-70議宋満
3.8 0.6 6.8 幻 7 9. 7 3.4 2.7 35. 1 1.5 1α0.0 8. 7 

1 z 5 25 4 3 5 1日9 9 l 164 
70歳以上

0.6 1.2 3.0 15.2 2吟4 1.8 3.0 66.5 5.5 日s 1朗自
298 40 264 843 253 242 48 946 448 60 3，442 

合計
邑7 1.2 7. 1 24.5 7.4 7.0 1.4 27.5 13.0 1.1 100自

性)無識学生、無同容を除〈

表3-16 30議未満の職諜(北大調査、北海道) 単位入、%

技能ヱ・|

事務的 |保安的 販売約 生産工程運輸・通
術専的問磯・業技

管理的 農林水産|サ]ピス
その他 合計

職業 職業 職業 にかかわ{常的職業 職業 的職業 的職業

る職業

北λ;調査
76 9 57 l司8 12 72 1 91 95 4 5，唱

13.7 1.6 10.3 25.0 2.2 12.9 0.2 16.4 17. 1 O. 7 lαE日

92，051 22，4日8 77，216 101，183 10，4百3 68， 817 52苦 17，746 73，055 12，210 475， 738 
北海道

19.3 4. 7 16.2 21. 3 止2 14. 5 0.1 3. 7 15.4 2.6 100.0 

設Jr北格革Jは f半成17年国勢調査j(総務省統計局 20拙)から作成。離職、学生、銀凶響を敷く

第2項年代別の年収の特徴

世帯年収を年代)JIJでみると、世帯主が30歳未満の若年層と、 60歳以との高齢者層で、年収なしか

ら200万円未満の低所得者が多い{表3-17)。特に70歳以上の世帯で年収なしから200万円未満が

全体の56%をおめる。 60-70歳未満でも年収なしから200万円未満は37%、30歳未満が25%になる。

ただし、世帯主が30歳から60歳未満までの勤労者としての現役世代であっても、世帯収入なしから

200万円未満が20%程度を占めている。こうした世帯は経済的な課題を抱えるケースが少なくない

だろう。

個人年収でみても、 30歳未満の若年j留と、郎歳以上の高齢者層で年収なしから初日万円未満が多

い。特に高需事者層i乙低所得者が数多くおP、7思議以上で、年収なしから200万円未満までが82.6%

になる。自由-70歳未満でも、年以なしから200万円未満は65.1%、50-60歳未満でさえ、年以なし

から200万円未満は51%にのぼる(表3-1針。
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事費3-17 世帯主の年代詩jでみた世帯年収 単位・人、%

年収なしから 200万円~
師。万円以上 骨計

2的方向求書曹 800万円末機

14 41 1 56 
3峨未満

お.0 73.2 1自 l開。

47 169 7 223 
30-40議来機

21.1 3. 1 1∞o 75.8 

96 389 40 525 
40-50歳未満

18.3 74. 1 7.6 100.0 

156 546 84 786 
5日-60歳末満

19.8 69.5 10.7 1加 G

2お 335 44 開2
舶-70歳未満

37吟G 55.6 7.3 lぽJ.O

177 115 24 316 
7Q鼠以上

56.0 36.4 7.6 l加 G

合計
713 1，595 200 2，508 

28.4 63.6 且日 l曲。

注)線国事を徐く

表3-18 年代艇でみた個人年収 単位入、私

年収なしから 2田万円~
B目。万円以上 合計

2田万円未満 8日0万円未満

品5日 249 4 昌13
3由寵未満

68.9 30.6 0.5 l加 G

352 278 7 637 
30-40歳未満

55吟3 43.6 1.1 lぽJ.O

40-50歳未満
522 454 32 1，008 

51. 8 45.0 3.2 l開。

50-60歳米議
626 弱9 42 1，227 

51. 0 45.6 3.4 l冊。

552 272 24 848 
60-70歳未満

32. 1 2.8 65.1 l開。

393 68 15 476 
m怠以.t

泣 6 14.3 3.2 1冊。

3，005 1，880 124 5，自D9
合計

飢白 37.5 2.5 100.0 

設)柴囲響を霊長く

第3項年代別の従業員規模の特徴

表3-19のとお号、年代別でみた従業員規模の特徴は、「自分1人Jの構成比率が30歳未満 (1五

%)と、 30~40歳未満 (2.7%) で、年代金体の平均 (8.9%) を下回っているJ主である。 30歳未満は、

100-499人、 500-鈎9入、 1，000人以上で全年代を上回っている。これにiりして50-60議未満は、

自分1人の構成比が全年代よpも多く、 60-70歳未満と70歳以上は吻自分1人と 2-4人の構成比

が会計"f¥:よりも大きいなど、零細規模の事業所で働くケースが多い。
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表3-1事年代別でみた勤務先の従業民数 単位・入、%

自分1人 2~4人 5~9人: 1日~胡人 50~由人 100~4'由人 :51日日~開哲人 官公庁 合計

9 80 105 161 65 83 31 53 4 591 
30巌来満

1.5 13.5 27.2 11. 0 14日 5.2 1α0.0 17.8 9.0 O. 7 

14 98 92 155 54 46 8 31 13 511 
30-40歳未満

2. 7 19.2 18. 0 30.3 10.6 9.0 1.6 6.1 2.5 l(道官。
70 156 138 241 81 78 24 36 10 834 

40-50歳未満
8.4 18. 7 16.5 28.9 9.7 9.4 2.9 4.3 1.2 lα0.0 

127 187 147 221 102 1日l 11 38 9 943 
50-6峨未満

13.5 19.8 15.6 23.4 lO.8 m7  1.2 4日 1.0 100.0 

60 110 80 128 32 37 E 6 2 463 
6O~70歳未満

13.0 23.8 17.3 27.6 6.9 8白 1.7 1.3 且4 100.0 

30 52 拐 18 5 2 出 。 。 132 
70強以上

22. 7 39.4 l且9 13.6 3.8 1.5 0.0 自日 0.0 lα0.0 

告計
310 683 587 924 339 347 82 164 38 3，474 

8.9 19. 7 16.9 26.6 9.8 10.0 2.4 4.7 1.1 lα5日

注J離職、学生、無崩事を除〈

第3節性別の特徴

第1項性別の就業形態と織業の特徴

北大調査で女性の常時濯用者の構成比率は男性の64.9%しかなく、逆にパート・アルバイトは男

性の約2.3傍になっている。男性の向常業主の溝成比は女性の3.3傍で、家族従業員は逆に女性のiJ

が多く、男性の2.2倍を占める。男性が世帯の主たる収入を得る仕事をしてお担、女性はパートー

アルパイトや家族従業員といった補助的な仕事をしていることが示されている(表3-20)。

その一方、北大調査の男性の常時雇用者 (400%)は、北海道の男性 (67.9%)だけではなく北

海道の女性 (59.6%)よ容も少ない。そして北大調査の女性のパート圃アルパイトの比率は、北海

道女性の2備である。アイヌ世帯では男女とも大半が不安定な就業形態で働いているため、収入の

少ない世帯が多くなっていると思われる〔表3-21). 

職業でみると、北大調査の男性で最も多いのは、技能工・生産工程従事者 (34.8%)で女性の3.3

傍になる p これに続いて多いのは農林水産的職業 (3L5%)で北大調査の女性の1.4倍。これに対し

て女性はサーピス的職業 (23.6%)が多く男性の4五倍、農林水産的職業 (21.8刻、事務的職業

(14.9%)と続く(表3-22)也サーピス的職業や事務的職業は低所得者層の多い職業である。

北海道との比較では、北大調査の男性で最も多かった技能ヱ・生溢:r.程従事者は、北海道の男性

よ哲4.6ポイント高いが大差はない。むしろ2番目に多い農林水産的職業の構成比が北海道の男性

(7.5%)の4.2倍となっているのが闘を引く。北大調査の女性の農林水産的職業 (21.8%)も北海道

女性 (7.2%)の3倍あ号、農林水産的職業に就く人は、アイヌ世帯の弟女とも北海道の男女を大

きく上回っている。一方、ホワイトカラー織は男女とも北海道に及ばない(表3-2沼)也



第3牽労働と収入の実態目

表3-20 性別でみた就業形態 単位・入、%

常時雇用されて
ノ号 ト舗アノレノ宅

経常者ー役員
いる一般従業員

イト臨持雇用 間常業主 家族従業員 その縫 骨昔十

事節労働

131 799 391 507 169 22 2，019 
男性

6.5 39.6 19.4 25.1 8.4 1.1 100.0 

30 413 712 124 300 28 1，607 
女性

1.9 25. 7 44.3 7. 7 18. 7 1.7 100.0 

161 1，212 1，103 631 469 50 3，626 
合計

4.4 33.4 30.4 17.4 12.9 1.4 100.0 

誌)無職、学学、然回曹を除く

表3-21 性別の環底的就業形態(北大調査、北海道} 単位入、%

終営者・投員 常時減対 パート・アルバイト等 自営業常 家族従業員 合計

北絡道 北大昔話蜜 北海道 北大調蜜 北海道 北大調査 北海道 北大調査 北海道 北海道

131 170，1曲 799 1， 01~ 945 391 147，394 関7 130，340 16'宮 31，777 1，997 1，492， 646 
男性

6.6 11.4 40.0 67，9 19.6 9.9 25.4 8， 7 8.5 2， 1 l∞o 100.0 
30 47，968 413 662，261 712 252，506 124 37，502 3∞ 111，156 1，579 111，393 

女性
1.9 4.3 26.2 59，6 45.1 22. 7 7，9 3，4 19.0 10，0 1(賞。。 100.0 

合計|
161: 218， 158 1，212 1，675，軍施 1， 103. 399， 9il日 631. 167，842 469 142，933 3，576: 1，創出，0告白

4，5: 8.4 33.9 64，3 30.8 15，4 17，6 6，4 13，1 5，5 1(お0: 1α0.0 

注)1. r北大調査d 位、無職、学生、その位、無図書を除く
2. r北海道j誌、 f平成17年国勢調査J(総務省統計周 2006)から作成

表3-22 性別でみた職業 単位入、%

技能工

事務的
保職安業的

販売約 生産工程|運檎・通 専門・技管理的 サーピス
そ的イ}也 合計

職議 職業 にかかわ 締的職業職業 的職業 的職業

る職業

82 36 80 697 225 89 39 631 105 19 2，003 
男性

4.1 1.8 4，0 34，8 11. 2 4.4 1.9 31. 5 5，2 0，9 lα0.0 

22口 4 186 157 30 155 11 322 348 41 1，474 
主性

1-1. 9 0，3 12，6 10.7 2.0 10.5 住7 21. 8 23，6 2，8 100.0 

302 40 266 854 255 制4 5む 953 453 60 3，477 
骨計

邑7 1.2 7， 7 24，6 7，3 7日 1.4 27，4 13，0 1.7 100日

的無線、学生、無路事を除〈

表3-23 性別の職業{北大鵜査、北海道) 単位・入、%

I ，，_，.__ "'_..__， I技笹主 生産|運輸混信的|専門 技術鈎 |農株水産院|切】rス動 li事務糊|階的鵬販売時業1;種iかかわi輔 |職業 制約糟業|職業 ~;C_""I 

戸大賞受|北海道|同制醐北大融|北海道|針調査[北海副主大賞受|主海道|杭調査時道北大審査|時遣|鈷調査再開師養[輔副主摘発|北部道北大師|榔道

:11日j:;H1211j;11121日目:
合針 :t;~:l ，~でつて~l;t~， ;l"~~l ~~:にご!札33七::ll~l で:ヰ勺;
注)1. r北大調査 d 位、無職、学生、無間容を量発〈
2. r北海選j品、 f平成17年国勢調査J(総務省統計周 20(6)から作成主要職、学生、銀服審を除く
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第2演性別の年収の特徴

世帯収入を世帯主の性別でみると、女性世帯主の場合、年収なしから200万円未満までが全体の

68.3%にもなる。世帯主が男性の場合 (18.9%)の3.6併にもなるのが特徴といえる(表3-24)。

後述するように女性世帯主の収入が少ないことは、女性世帯主の世帯が男性世帯主の世帯よりも

生活保護の被保護率が高い原因となっている。北海道保健福祉部こども未来づく哲推進窓口ヒ海道

母子家庭等自立促進計画j(2004)によれば、北海道内の母子世帯の場合、 55.4%が年収.200万円に

満たない@北大調査の場合、女性の単身世帯も含まれるので単純には比較できないが、北海道の母

子世帯と比べても、女性が世帯主とえZっているアイヌ世帯の多くは深刻な経済状況にあると見てよ

u、。

この背景には、年収なしから年収200万円米満の女性が86.2%を占めているという、アイヌ世帯

の女性の個人収入が少ない問題がある(表3-25Lここには、男性の世帯主が世帯の主な収入を

得ていて、女性の収入が補助的なケ}スも含まれているa とはいえ、こうした低所得の女性がひと

たび単身やひとり親世帯となった時、肖分の収入では生活を安定させることは難しい。そして、男

性の悩人年収も、なしから200万円未満が33.4%となっている。こういう世帯は、女性の収入を合

わせても、生活が安定しないというケースが多いだろう。

表3-24 設帯主の性別でみた世帯年収 単位世帯、%

なし~ 200万円~
合計

2田万円未満 800万円未満 800万円以上

378 1.432 192 2.002 
男性

18.9 71.5 9.6 100日

女性
315 142 4 461 

68.3 30.8 0.9 100.0 

693 1，574 196 2，463 
合計

28. 1 63.9 8.0 100.0 

注〕媒国審を徐〈

表3-25 性別でみた個人年収 単位入、私

なし~ 2曲万円~
日日O万円以上 合計

2(賞。万円 8日0万円未満

844 1，562 121 2，527 
男性

33.4 61. 8 4.8 1自由。

2， 186 345 6 2，537 
主役

86.2 13.6 0.2 100.0 

3，030 1，907 127 5，064 
合計

59.8 37.3 2.5 100.0 

設〕無関事を徐〈

賞事3項性JJiJの従業員規模の特徴

表3-26で、男女別に就業している事業所規模を比較すると、男性は女性に比べて自分1人から

50人未満の零細規模事業所で働く割合がやや多く、 50人以上の比較的規模が大きな事業所で働く比

率が少ない。ただし先にみたように、女性は無職やパート・アルパイトの比率が高いことを考えれ

ば、女性の方が労働条件に恵まれているとはいえない。



第3牽労働と収入の実態目

表3-26 性別でみた勤務先の槌議良数 単位・入、%

自分1人 2-4人 5-9人 10-49.人 50-開人:1∞-4開人 E現00-99ゆ人 1，000人以上 官公庁 合計

210 394 350 565 164 162 42 75 24 1，986 
男性

10.6 19.8 17.6 28.4 8.3 8.2 2.1 3.8 1.2 1α0.0 

102 298 240 374 178 187 41 93 11 1，530 
女性

6. 7 19.5 15. 7 24.4 11.6 12.2 2.7 6. 1 1.1 l(道官。
合計|

312 692 品開 939 
234271 1 

3掛 83 168 41 3，516 

8.9 19.7 16.8 26. 7 9.9 2.4 4.8 1.2 lα0.0 

注)無車語学生、無鶴審を除く

第4節地域別の特徴

第1項地域別の就業形態と職業の特徴

地域別に就業形態と機業をみると、全体の調査結果(以下、全道アイヌとする)と傾向が似てい

るのは、胆振、日高、郵11路・根室、上JI[・宗谷・網走の4地域になる{表3-27~29) 。

これらの地域では、常時濯用者の比識が28β-40.9%とあまち高くなく、パート・アルパイト

(27.8-32.9%)、自営業主 (13.3-27.8刻、家族従業員 (3.7-時五%)の比率が高い。職業について

は、農林水産的職業 (1立7-38.7%) とサーピス的職業〔立5-18.3%)が多〈、専門・技術的職業

(4.3-77%)は少ない。

とれに対して石狩管内は、都市型労働者が多く、サーピス約職業と、ホワイトカラー磯のうち事

務的職業と販売約職業の比率が高い。農林水産的職業に従事する人はほとんどいない。就業形態で

はパート・アルバイトが42.1%と多く、全道アイヌ (30.4%)よりさらに高い。自営業主や家族従

業員も少ない。

十勝管内は、全道と石狩管内の中間的な特徴を持つ。帯広という都市があ哲、サービス的職業と

販売的職業が会道よ号多い点は石狩管内に似ていることから、都市型労働者が一定程度いるととが

うかがえる s 就業形態でパート・アルバイトが50.5%と多く、自営業主、家族従業員が少ない点も

石狩管内と共通している。一方、石狩管内では少なかった農林水産量的職業(15.8%)が全道 (27.5

%)には及ばないものの、石狩管内iこ比べると多い。技能エ・生産工程従事者も多い。

渡島管内では就業形態のうち常時雇用者 (11.4%)が全道アイヌよ哲少なく、自営業主 (33.6%)

と家族従業員 (42.3%)が非常に多い。職業のうち農林水産的職業が74.4%を占める。

地域別にみると、就業形態と職業はこのように大きく 4つのタイプに分かれた。ところで、個人

調査で回答者の居住する地域をみると、胆張、日高支庁管内の合計で63.1%になる(表3-30)。

これは『北海道アイヌ生活実態調査報告書J(北海道調査}で把接されたアイヌ人口のうち、両管

内の構成比が高いことと符合している。札幌に人口;o，集中する北海道とは異なってお号、集住地域

の特徴が全道アイヌの就業形態や職業の特徴に色濃く反映していると考えられる。
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表3-27 地域別でみた就業形態 単位:入、%

常時葱用され パ}ト舗アルパ

経常者ー役員 ている一般従 イトー縮専雇用・ 向常業主 家族議議員 その他 合計

議員 草郡労轍

14 174 181 46 6 9 43!J 
石狩土庁管内

42， 1 2， 1 3，3 40，5 10， 7 1.4 1自立 G

11 34 22 10日 126 5 29富
渡島支庁管内

3，7 11. 4 7，4 33，6 42，3 1.7 100，0 

上)1[.宗谷・ 3 19 15 15 2 。 畠4

網走支庁管内 5.6 35，2 27，8 27.8 3， 7 0，0 100.0 

十勝支庁管内
16 67 109 16 4 4 216 

7.4 31. 0 50.5 7.4 1.9 1.9 100.0 

Htl挺支庁管内
52 513 382 167 130 10 1，お4

4.1 40.9 30.5 13.3 10.4 0.8 100.告

日高支庁管内
40 302 295 226 177 15 1，055 

3.8 28，6 26.0 21. 4 16，8 1.4 1自立昌

醐l路・槙塩支Jj' 23 85 百7 62 24 4 295 

管内 7.8 28.8 32，9 21日 呂1 1.4 10止む

3 
末組織地区

18 5 2 o 3 31 

乱7 58，1 16， 1 6.5 c日 9， 7 100，0 

162 1，212 1，106 : 634 
1426991 1 

50 3，633 
合計

4.5 33，4 30，4 17.5 1.4 100.0 

注)無期総学生、無届響を除く

表3-2草 地域別でみた職業 単位・入、%

技能工

事務的 保安的 販売約 生産工程|還機・遇
専術的門機・業技

管理的 サーピス
その他 告書十

職業 職業 職業 にかかわ 職業 前職業 的職業

る職業

石狩支庁管内
61 11 53 92 48 44 7 2 82 11 411 

14. 8 2， 7 12，9 22.4 11. 7 10.7 1.7 且5 20，0 2， 7 lα0.0 

7 g 9 25 4 7 む 215 18 4 289 
量産品支庁管内

24 0，0 3， 1 8.7 1.4 2.4 立荘 74，4 6，2 1.4 100.0 

1:)1[ ，宗谷信 8 2 7 9 1 3 1 13 7 G 51 

縞止支庁管内 15.7 3，9 13， 7 17，6 2.0 5.9 2.0 25，5 13， 7 0.0 lα0.0 

十勝支庁管内
11 2 25 65 12 15 2 32 32 8 202 

5.4 1.0 12，4 32，2 5.9 7.4 1.0 15，8 15，8 3，0 100.0 

106 15 80 368 117 94 21 241 165 17 1，224. 
艇振支庁管内

邑7 1.2 6，5 30， 1 9，6 7.7 1.7 19， 7 13，5 1.4 100.0 

8日 6 50 227 60 62 14 384 94 16 99告
日高支庁管内

8.1 。s 旦自 22，9 6，0 6.2 1.4 38， 7 9.5 1.6 100.0 

釧路・接室 27 3 39 55 11 12 5 70 51 6 279 

支庁智内 9.7 1.1 14，0 1君7 3，9 4.3 1.8 25， 1 18. 3 2，2 1α0，0 

2 1 3 13 3 7 s 。 s G 34 
舟組織地区

5.9 2，9 8，8 38.2 8，8 20，6 0.0 0，0 14， 7 0，0 lα0.0 

3a 日2711 
40 266 

2845451 1 
256 244 50 

297S751 1 
454 60 3，483 

骨計
1.1 7，6 7，3 7日 1.4 13，0 1.7 1日0，0

設〕輯私学生、無題審を除〈
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表3-29 4つの地域タイプ'Jjlj，t:みた特徴的な就業形態と職議 単位・%

需時雇用
ノ号}ト園

自営業主 家議従重量員 農林水産か3職業 サ}ピス的璃繰
アIv.ノ〈イトなど

飽鏡、 円高、蝉1

路・議案、上jll・ 2且 6-40.9 27.8-32.9 13.3-27.8 3.7-16.8 19.7-38.7 9.5-1且3

宗谷・網走

正I狩 40.5 42.1 10.7 1.4 0.5 20.0 

十勝 31. 0 目。s 7.4 1.9 15呂 15.8 

渡島 11.4 7.4 33.6 42.3 74.4 6.2 

会選アイヌ ぉι 鉛 4 17.5 12.9 27.5 13.0 

注)幾職、学生熊図書を除く

表3-30 回答者の居住する地域 単位入、%

石狩主庁 渡島支庁 上!I[・宗主，. 十勝支庁|組議文庁 日高支庁 |豊前路・根室
合計

管内 管内 調再管ヌ是主内庁 管内 管内 管内 文庁管内 米組織地区

実%数| 728 
389801 1 

93 
386471 1 

2，01日 1，592 : 474 
54991 1 

ι703 

12.8 1.6 35.2 27.9 8.3 10日目

設〕無間替を徐〈

第2項地域別の年収の特徴

地域別lζ、個人と世帯の年収について、それぞれ年収なしから2∞万円未満も初日万円~800万円

未満、 800万円以上の構成比率をまとめたのが、事費3-31-32である。

それによると、就業形態と職業で中間型とされた十勝管内と都市労働型の石狩管内は、世帯ー倒

人とも、年収200万円未満の低所得層の比率が食道より高く、年収800万円以上の高所得層の比率が

低い。逆に自営業、農林水産的職業の多い渡島管内は、世帯・個人とも、低所得層の比率が全道よ

明少なく高所得層の比率が多かった。ただし、世帯年収の200万円未満は5.8%だった一方、個人年

i況の200万円未満は47.2%にもなる@比較的収入の多い向営業主の男性と収入の少ない家族従業員

の女性が同ーの世帯を構成しているケースが多いのではないだろうか。

そして、就業形態・職業で会進の構成比と似ていた日高管内は、年収2∞万円未満、 200万-800

万円未満、 800万円以との構成比も全道と似ている。全道型とした日高管内以外の地域の年収の構

成上U士、日高ほど全道と似ていない。
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事費3-31 地犠l!IJでみた世帯年収 E事位'世帯、%

年収なし~ 2田万1'1-
800万円以上 合計

200方向よ満 800万円未満

107 215 11 333 
石狩支庁管内

32. 1 64.6 3.3 100日

渡島支庁管内
8 74 55 137 

5.8 54.日 40. 1 100日

上jif.宗谷ー 17 31 3 51 

車轄走支庁管内 33.3 60呂 5.9 100日

85 91 3 179 
十勝支庁管内

47.5 50.8 1.7 100日

218 559 52 829 
腿擬J主庁管内

26.3 67.4 6.3 100.0 

207 464 56 7Z1 
H高主Ii'管内

28.5 63.8 7. 7 1目。。

車路・根室主 74 157 19 25日

支庁管内 29.6 62.8 7.6 100.0 

未組織地区
3 15 1 19 

15.8 78. 9 5.3 100日

合計
719 1，自楠 2帥 2， 525 

28.5 63.6 7.9 100日

注〕鶴田署を結く

表 3-32 地域別でみた側人年収 単位・入、%

年収なし~ 200万円~
8日0万円以上 合計

2朗万円未満 剖G万円未満

有1¥'1宝n'管内
433 218 6 657 

65.9 33.2 0.9 1目。日

16日 144 35 339 
渡島支庁管内

47.2 42.5 10.3 100日

上jif.宗谷 a 43 34 3 剖

織走支庁管内 53.8 42.5 3.8 100日

十勝支庁管内
218 113 2 333 

65.5 33.9 0.6 100日

睦張主庁智内
L酷2 682 29 1，773 

59.9 38.5 1.6 100.0 

829 541 35 1，405 
開高支庁管内

59.0 38.5 2.5 1日0.0

郵務・根室 267 153 17 437 

支庁智内 61.1 35.0 3.9 100.0 

23 24 O 47 
来組織地区

48.9 51.1 。。 1日色白

3，035 1，909 127 5，071 
合計

59.9 37.6 2.5 100日

注)韓国轄を富島く

第3項地域別の従業員規模の特徴

北大調査の従業員規模の特徴は、零細規模の事業所で勤める人の割合が北海道と比べて多いこと

だった。その中で、年代別で30歳未満と、 30裁から40歳未満という若い年代では、零細規撲の事業

所で働く割合が1)、さく、特に30歳未満;土、北海道と変わらないほどになっている。地域で区分して
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比較すると、渡島管内が10人未満の構成比が際立って多い以外、残りの地域では大きな違いが見ら

れない。渡島管内を除いて就業形態や職業が異なっていても、零細規模の事業所で働くことは共通

しているということである{表3-33)。

表3-33 地域別でみた勤務先の従業員数 単位入、%

自分1人 2~4人 5~9人 1O~却人 日O~抽人 1曲~品9人 500-9由人 1ト j宵公rJ~ 合計

石狩支庁管内
34 43 73 123 46 71 19 34 11 454 

7.5 乱5 16. 1 27. 1 10. 1 15.6 4.2 1.5 2.4 100自

渡島支Ir智内 13 99 58 26 3 11 5 3 日 213 

6.1 46.5 27.2 12.2 1.4 5.2 0.0 1.4 且0 100.0 

とJII.宗谷・ b 7 9 11 3 2 5 D l 48 

純量土庁智内 10.1 14.6 18. 8 22.9 6.3 4.2 10.4 10.4 2.1 lα0.0 

十勝主庁管内
9 22 37 79 33 17 7 10 2 216 

4.2 1日2 17. 1 36.6 15.3 7.9 主2 4.6 且g 100日

阪凝支庁智内
舶 259 175 338 160 152 34 71 15 1，293 

6.9 20.0 13.5 26. 1 12.4 11.8 2.6 5.5 1.2 100.0 

133 184 168 281 72 62 11 29 10 2回
百高支庁管内

29ι 1.2 14.0 19.4 17.7 7.6 6.5 3.1 1.1 100.0 

釧路・桜議吏 沼 75 66 78 22 24 4 12 l 311 

庁管内 9.3 24. 1 21. 2 25. 1 7. 1 7. 7 1.3 3.9 且3 1αむO

2 3 5 4 4 10 3 4 l 36 
米組織地区

5.6 8.3 13.9 11.1 11. 1 27.8 8.3 11. 1 2.8 1朗自

314 692 591 940 343 349 呂3 168 41 3，521 
合計

8.9 19. 7 16.8 26. 7 9. 7 9.9 2.4 4.8 1.2 lα8自

殺)無識学生、無問答を除〈

第5節血筋との関係

今回の調査で、回答者の年代が分っている人の中で、アイヌの成L筋を受け継いでいると答えた人

は65.9%、引いていない人はお目2%、わからないが4.9%だった。年代別では、アイヌの血筋を受け

継いでいない人は、最も少ないのが30代未満 06.1%)で、最も多い50-60歳未満 (34.9%)より

18.8ポイント少ない。今回、調査対象となった血筋を継承していない人は、血筋を継ぐ人の棄や夫

が多い。 30歳未満は既婚者が相対的に少ないので、その分、血筋を受け継いでいない人の割合が小

さくなっていると考えられる(表3-34)。

件:ZIJでは吻血筋を受け継いでいる人のうち男性の割合は52.5%で、女性 (47.5%)より 5ポイン

ト多く、今回の調査では、継承している男性が相対的に多い{表3-35)。地域別では、渡島管内

だけが受け継いでいない個人の割合が過半数 (53.1%)となっている{表3-3的。

就業形態では、血筋を受け継いでいない場合、家主主従業員に就いている割合(16.3%)が、受け

革接いでいる人 (6.4%)よ哲9.9ポイント高い。緋承していない人の常時雇用者 (24.1%)は、続承し

ている人 (28.1%)より 4ポイント少なかった。血筋を継承していない場合、家族従業員の比率が

高いのは次のような理由からだと考えられる。まず、女性の就業上の特徴の影響である。女性は相

対的に血筋を継承していない人が多いことから、家族従業員の比率が高いという女性の特徴が血筋

の特徴に影響を与えているのではないか。もうひとつ、地域別で渡島管内は血筋を継承していない

割合が大脅かった。この地域も家族従業員の比率が高いという特徴がある(表3-37)。
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現在の職業は、アイヌのJfil筋を継承していない人の場合、技能ヱ・生産工程従事者の比率が、継

承している人に比べて6.5ポイント少なく、農林水産的職業に就いている人が5ポイント多い。技

能ヱ・生産工程従事者が少ないのは性別、農林水産的職業が多いのは地域の特徴が影響していると

思われる(表3-38)0 個人年収が年収20自万円未満の割合は、アイヌの血筋を引いていない場合

(63.2%)の方が、血筋を引いている場合 (58.9%) よりも4.3ポイント多い。これは、血筋安受け継

いでいる人の中で、男性の占める割合が多いととが関係しているのだろう{表3-39)。血筋の有

無によって、就業形態や職業、年J!J1.iこ違いはあるのだが、それは血筋ではなく、これまで検討して

きた年代、性、地域の特徴が影響していると考えられる。

表3-34 年代glJでみたアイヌの血筋の継承状況 単位入、私

アイヌの血が アイヌの晶Lを
わからえ安い 合計

流れている 引いていない

708 143 37 888 
30，歳末満

4.2 79. 7 16.1 100日

460 186 32 678 
30-40歳未満

67.8 27.4 4. 7 100.0 

出5 338 61 1，065 
40-昌O議来機

62.5 31. 7 5. 7 1目。。

割01 464 64 1，329 
50-60議未満

60.3 34.9 4.8 100.0 

田5 298 44 947 
開-70歳末機

63.9 31. 5 4.6 10品目

354 163 31 548 
7繍以上

日4.6 29. 7 5. 7 100日

骨計
3，594 1，592 269 5，455 

65.9 29.2 4.9 100日

設〕録凶害容を徐く

表3-35 血筋の継承1>'Jでみた位の構成比 単f立。入、%

男性 女性 合計

アイヌの血部諮れている
1，昔時 1，726 3，632 

52.5 47.5 1α0.0 

アイヌの胤を引いていない
674 943 1，617 

41. 7 58.3 H渇 O

わからない
142 128 270 

52.6 47.4 l(誕百 Q 

合計
2，722 : 2，797 5，519 

49.3 50. 7 100.0 

注)無図書を除〈
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事費3-36 地犠l!IJでみたアイヌの血筋の継滅状況 単位・人、%

アイヌの血が アイヌの血を
わからない 合計

流れている 引いていない

石狩寛Ir智内 503 186 22 711 

70. 7 26.2 3. 1 100.0 

液晶支庁管内
115 1描 58 369 

31. 2 53.1 15. 7 100.0 

上JII'宗谷 57 初 立 田

締走支庁菅内 64.0 33. 7 2.2 100日

十勝支庁管内
260 83 7 350 

74.3 23. 7 2.0 100日

胆振支庁管内
1，355 574 25 1，954 

69.3 29.4 1.3 100日

宮高支庁管内
1，042 4出 99 1，547 

自7.4 26.2 6.4 100日

査部路・議室支 271 132 56 459 

庁管内 59.0 2&昌 12.2 100日

釆:組織地t(
35 13 1 49 

71. 4 26.5 2.0 100.0 

3，邸8 1，620 270 5，528 
骨計

65.8 29.3 4.9 100日

持〕銀関学撃を蹄〈

表3-37 ~江筋の継承)}IJでみた就業形態 単位・入、%

常時耳護服
パ]ト z

ア11〆/<イ
経営者・ されてい

トー臨時 自営業主
家旗

その偽 無理韓
学生

合計
役員 る一般帯主

雇用事事
従業員 (在学中}

議員
節労告曲

アイヌの血が流れている
117 854 7自9 420 195 31 5畠2 曲 3，037 

3.9 28.1 お悶3 13.8 自4 1.0 19.2 2.3 100.0 

アイヌの胤を引いていない
38 314 281 147 213 16 288 7 1，304 

2.9 24. 1 21.5 11.3 16.3 1.2 22. 1 0.5 1αむO

わからない
6 37 35 58 45 3 27 s 216 
止8 17. 1 16.2 26.9 20.8 1.4 12.5 2.3 1開。

161 1，205 1，自85 625 453 
15011 1 

897 81 4， 557 
合計

3.5 26.4 23.8 13. 7 且告 19. 7 1.8 1α0.0 

注}器開審を除く

表3-3臨 血筋の継承l!IJでみた職業 単位・入、%

繍巨.

事務的 保安的 販売的
生産工 運輸・ 専門・

管理的
農林水 サーピ

学生

職業 職業 職業
穫にか 遜信的 技術的

職業
産約 ス的 その他 無職

佑拝中)
合計

かわる 職業 職業 職業 理署議

職業

アイヌのlIll部総 191 22 174 637 189 155 35 541 316 36 579 67 2， 915 
れている 6.6 o. 7 5.9 21.6 6.4 5.3 1.2 18.4 10.7 1.2 1宮7 2.3 1α0.0 
アイヌの血を事i 94 16 75 188 8日 77 11 291 118 20 290 6 1，246 
いていない 7市5 1.3 6.0 15. 1 4.8 且2 0.9 23.4 思5 1.6 23.3 0.5 1m札口

わからない
10 2 14 19 4 7 4 106 14 2 27 5 214 

4，7 0.9 6.5 8.9 1.9 3.3 1.9 49.5 6.5 告宮 12.6 2.3 1α0.0 

296 40 263 844 253 239 50 9哩8 448 58 呂96 78 4， 405 
合計

自s 0.9 6.0 19.2 5.7 5.4 1.1 21. 3 10.2 1.3 20.3 1.8 1朗自
注)無回響を除〈
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表3-3号血筋め継承glJでみた個人収入 単位・入、%

100万円
1∞万 ~J 200万円 3田万円 4期万J'J制万円 回B万円 700万円 鎖国万円 割問万円

1，00日
なし
;1<オ溝
~却3万 -3∞万 -4曲万 -5剖万 ~部自万 -1即万 ~酬。万 ~寝泊万 -1，000 

万円且上
骨計

再来構 円未揖 円末端 円未満 円未満 円未潜 円来覇 再来構 万円未輯

アイヌの血部流 569 644 750 686 309 153 78 40 37 16 17 38 3，337 

れている 17.1 19.3 22.5 20.6 自。3 4.6 2.3 1.2 1.1 0.5 0.5 1.1 l(泊。

アイヌの成者世l 308 316 273 222 131 00 37 24 12 6 7 24 1，420 

いていない 21. 7 22.3 19.2 15.6 9.2 4.2 2.6 1.7 思8 0.4 0.5 1.7 100.0 

わからない
41 42 38 38 25 13 10 7 l 。 3 13 231 

17.7 18. 2 16.5 16.5 10.8 5.6 4.3 3.0 0.4 。。 1.3 5.6 100.0 

918: 1， 002: 1， 061 946 465 226 125 71 50 22 27 75 4，988 
合計

18.4 盟0.1: 21.3 19.0 9.3 4.5 2.5 1.4 1.0 0.4 0.5 1.5 1α0.0 

注]無伺審を徐〈
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